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アジアの霊長類マカク類における頭骨顔面部のアロメトリーと種間差異
Allometry and interspecific differences in facial cranium of Asian macaque monkeys
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霊長類マカク属の頭骨化石は、現生種とは異なった形態的特徴をモザイク状に持っていることがあるので、マカクの
進化史を理解するのは困難である。本研究は、幾何学的形態測定の手法を用いて、カニクイザルとニホンザルにおける
頭骨顔面形態のアロメトリー様態を調べた。顔前部の上下方向への歪みの程度を表す指標において、両種は共通する一
つのアロメトリー直線を示した。したがって、この特徴の種間差はサイズ変動によって説明されてしまう。一方、顔の
前方向への突き出しの程度を表す指標において、両種は平行する二つの異なったアロメトリー直線を示した。この結果
は、たとえ両種が同じサイズだとしても、ニホンザルのほうがカニクイザルよりも顔が前後方向に短いことを意味して
いる。したがって、顔面部の前後方向への突き出しの程度は、サイズ変動が懸念されるカニクイザルグループの化石種
においても、系統推定に有用な特徴であると考えられる。他のマカク種にもこのような手法を応用することで、化石種
の系統推定における混乱を解消できるのではないかと期待される。
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